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裕がない状態
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本来大人が行う介護、家事
などを子どもが負担し、子
どもの育ちや教育に影響が
ある状態

※4 子どもの貧困
子どもの約7人に1人が貧困
状態の問題(2018年厚生労
働省調査)。貧困状態の子ど
もの半数がひとり親
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